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中しているのはそのためである。
【図２】の段階で住居があった谷には、【図３】の時期にもひきつづき住居が
建てられており、当時の人口の増加を思えば、谷はさらに開発が進んだと考え
られる。鎌倉時代後半に成立したＨ記文学である「とはずがたり」(9)では、初
めて鎌倉に入った時の様子を次のように記している。
明くれば鎌倉に入るに、極楽寺といふ寺へ参りてみれば、僧の振舞、都に
たがはず、なつかしくおぼえて見つつ、化粧坂といふ111を越えて、鎌倉の
きざはし
方を見れば、束111にて京を見るにはひきたがへて、階などのやうに重々Iこ、
袋の中に物を入れたるやうに住まひたる、あなものわびしとやうやう見え
て、心とどまりぬくき心地もせず
「とはずがたり」の筆者は、鎌倉を訪れた際に「家々が階段のように幾重にも
重なって、袋の中に物を入れたようにぎっしりと住まっているのは、ああ、や
りきれない、とだんだん見えてきて、心の惹かれるような気もしない」（10)とい
うようなことを書いているのである。
文学作,Ｆ１であるだけに、この記述をすべて事実として受け入れるのには慎重
にならざるを得ない。しかし脚色であったとしても、小さな袋状の谷に物を詰
めたように住居が建てられているというイメージは、鎌倉の状況を示したもの
だと考えて大過ないであろう。京都に比べれば面積の少ない鎌倉で、武士によ
る政権を維持するだけの人と物が集まっていたとすると、「とはずがたり」の記
述のような状況であったとしても不思議ではあるまい。【図３】は、まさにその
ような状況を示している。
以上のように［図３１の時期は、平野部の整地と更なる谷の開発とが進んだ
時期であったと評価できる。
第３節鎌倉時代後半の開発
【図４】は､１３世紀末から1411t紀前半の鎌倉の様子を地図に示したものである。
１３世紀中頃にはすでに、巨福呂坂切通をはじめとした鎌倉への出入り|]の整備
は始まっていた。例えば【図４】中央上部に「巨福呂坂切通」と見えるのがそ
れである。
巨福呂坂切通だけでなく、朝比奈切通とよばれる坂もあった。鎌倉の東にあっ
て外港として機能していたと考えられる六浦（現在の横浜市金沢区）と鎌倉と
を結ぶ六浦道に朝比奈切通がある。ここも、１３世紀中葉には開発されていたよ
うである。それを示すのが、以下の史料である。
【史料ｌ】「吾妻鏡」仁治元年（1240）十一月三十日条
鎌倉与六浦津之中間､始可ﾚ被し当二道路_之由有二議定_､今日曳ﾚ縄打二丈尺_、
(北条業時)
被し配二一分御家人等一、明春三月以後可ﾚ造之由被一仰付一云々、前武ｿ､|､|監一
一臨其所処_給、
この史料にあるように、仁治元年（1240）には、鎌倉と六浦とを結ぶ道が北
条泰時の主導によって整備されている。この道は、鶴岡八幡宮から東へと延び
－１５１－
■|図４）
て朝比奈切通を越え、大浦へと続く道である.それから十年後にも、この道は
改めて整備されている。それを示すのが次の史料である。
【史料２】『吾妻鏡』建長二年（1250）六月三日条
山内井六浦等道路事、先年靴為し令しWi1IL-通鎌倉_、雌し被し直二険阻_、当時
又土石埋-其閻巷_云々、佃如ﾚ故可し致沙汰_之山、今日被…仰下_云々、
この史料によれば、’1｣内と六浦へと通じる道は以前に一度整備し、険しい道
を通りやすくしたけれども、また土石にＭＭもれてしまったので改めて整備する
ことになったという。道の整備の理由は、「柳為し令し融二－通鎌倉_」というもの
であった。これは「たやすく鎌倉を融通せしめんがため」と読み下すことがで
きる。鎌倉の交通の便を良くするために道を整備したと解釈できるであろう。
この史料にみえる山内の道が、巨福呂坂切通のことをさすと考えられる。
おそらくこの頃までには、【図ｌ】で見た道沿いの谷の開発や、［図２】で確
認した鶴lifil八幡宮南の平野部の開発だけでは士地が足りなくなり、現在の北鎌
倉駅周辺の山内や鎌倉の外港ともいえる六浦まで開発が広がったと推測できる。
巨福呂坂切通や六浦道の整備は、新たな開発地である山内や六浦に至るまでの
道が必要になったためにおこなわれたものであろう〃
鎌倉の平野部から南西に抜ける極楽寺切通もこの頃までには整備されたと考え
られる。１３世紀末には､鎌倉の都市域が広がっていたのである。したがって【図４】
－１５２－
の時期は、鎌倉の郊外に当たる地域の開発と、各地域を結ぶ道の整備、そして
更なる谷の開発があらわれてきた時期だと評価できる。
これらの道の整備や、【図ｌ】・【図２１の頃から見られる鎌倉の谷の開発は、
多くの土砂を排出することになった。これらの土砂は、平野部を居住地として
整地するのにも用いられたようである（Ⅱ)。新たな道の整備や谷の開発は、鎌倉
に更なる都市化をもたらした。それによって鎌倉の111林は減少し、自然環境の
破壊が進んだことが容易に推測できるだろう。
これらのことから､鎌倉の開発は次のように進んだととらえられる。すなわち、
道沿いの谷の開発→平野部の整地＋更なる谷の開発→周辺地域の開発十周辺地
域へとつながる道の整備、という順序である。こうした都市化は、鎌倉内外の
山林の減少をもたらし､自然環境の破壊を進めたであろうことは想像に難くない。
鎌倉は人口の集まる都市であるがゆえに開発が進んだが、鎌倉時代を含む中
世という時期には、鎌倉を含めた列島規模で開発が進んでいた。そこで第２章
では､鎌倉という小さな「景観」を離れ､列島規模の開発を「傭撒」することで、
歴史の中に中世の開発を位置づけたい。
第２章中世の開発
第１節猪鹿のすみか
中世には、人間の手が入っていない未開発のことを「猪鹿之栖」「猪鹿之棲」
などと表現することがあった('2)。例えば、承元三年（1209）に大中臣時定なる
人物は、遠江国浜名の土地を寄付しようとしている。その際に提出されたのが、
以下のような文書である。
【史料３】承元三年（1209）十月日大中臣時定施入状
（大福寺文書『鎌倉遺文jl815）
奉一施入_大福寺敷地荒野壱処事
在-遠江国浜名神戸北原御薗内一考
ｌﾉﾘ至
東限-直木山路以西小路一
南限-石仏松本一
西限二竃谷沢一
北限-経峰一
右、件神戸内、北原御薗者、先祖相伝之領地也、而荒野難し広、土貢如ﾚ空、
徒雛し為二猪鹿之棲_、更有-何益_、（後略）
大中臣時定は、ある土地を大福寺に寄付（｢施入｣）しようと企てた。「四至」
とは「しいし」と読んで、その土地の境界を示している。この土地は小路や沢
や峰などで区切られた中にあった。ここを先祖から相続（｢伝領｣）していた時
定は、この土地が荒野となってしまって税（｢土貢｣）を納めることができない
のでは所有していても意味がないから、寄付（｢施入｣）してしまおうと記して
－１５３－
いるのである。荒野となった土地について時定は、「徒雌し為三猪鹿之棲へ更有一
何益_」と評している,，これは「いたづらに猪鹿のすみかとなるといえども、更
に何の益あらん」と読み下せる．猪鹿が住むような荒れた土地では、何の利益
もないというのである。
もちろんこれは、荘園を寄進する際にしばしば見られる定型句であり、寄進
とその後の開発を正当化する論理の表現であるため、文字通りに解釈すること
はできない。しかし、ここで注目したいのは、荒野が「猪鹿之棲」だと記され
ている点である。中世初頭にあたる1209年頃には、未開発地や人間の手が入ら
なくなってしまった土地は、猪や鹿などの野生動物が住むという比嶬で説明さ
れるようになっていたのである。換言すれば、猪や鹿は野生動物の象徴であり、
猪や鹿を殺すことが、すなわち開発であったということになる。
猪や鹿を殺すことで人間が開発をすすめるという構図は、猪の形をした「乙
事主」や鹿の形をした「シシガミ」を殺すことで人間が自然を我が物にしてい
こうとするという、「もののけ姫」のストーリーを想起させる。おそらくは上記
のような史料が「もののけ姫」の設定に影響を与えていたのであろう。
第２節山を切り尽くす
中世の開発は猪や鹿を殺して荒野を切り開くことから始まったとすると、そ
の開発がすすむ過程では、彼らの住む森林も伐採されていたことが推測できる。
中世には山林を切り倒していく開発が行われていた。それを象徴的に示すのが
次の史料である。
【史料４】（年欠)近江国伊香立荘住人等申状案(葛)Ⅱ明王院文書｢鎌倉遺文』26335）
当御庄者、日次敢役依し令し超一過千｢1余御領_候、当庄之後１１１切尽候、ロ
次御公事令一欠如一候之時、慈鎮和尚御代、今し言：－上此等子細一候之処、
以二葛川||［可し令し備二一巡｢Ii欠之ｕｌ、1,-御成ujc候之間、１'１－和尚御代々
-以来、焼し炭勤重役一来候之処、近年炭竃之近隣一向切一一払子畑_、王上
被し残‐木一本-候之条、存外候之処、剰仏電蓄、被し打二一破炭竜一候事、何
様子ﾎﾟ}'|候iHiIt、尤以雌一存知候へ所詮、御設難し被弓切払一候、新儀候之化封、
不ﾚﾛ几被(後欠）
前後が欠けているために全体の文脈は班解しにくいが、注ｌ１すべきは下線部
の「当庄之後'1'切尽候」という表現である，関連史料から、これは近江,兎，（現
在の滋賀県）の伊香立莊で鎌倉時代にあたる’３世紀後半におきた出来事だと分
かっている('３１。【史料４】冒頭の下線部では、税として納める炭を作り続けた
ために、jITNilの木を切り尽くしてしまった（｢当庄之後,|,切尽候｣）というⅦそ
の後、隣接する葛川荘で炭を焼くことになったが、そこもすべて切り尽くし、
木が一本も残っていない状況（｢不し被し残三木一本_候｣）になってしまったとい
うのである,，
みくじ
支払うべき税（｢御公事｣）を支払いたくない言い逃れとして、木を切り尽く
してしまったというのだから、すべてを信用するわけにはいくまい。しかし、
－１５４－
誇張があるにしても、炭という燃料を得るために森を伐採して開発し、時には
切り尽くしてしまうという事態は、一般的にみられたのであろう。
森を切り開いて樹木を燃料とし、森林資源を取り尽くしてしまう状況は、「タ
タラ場」での製鉄に使う燃料を獲得するために「シシガミの森」を開発し、つ
いには「シシガミ」を殺すに至るという、「もののけ姫」のモチーフに合致する。
｢もののけ姫」の発想は、これらの史料からヒントを得たものではないかと考え
られる。
第３節燃料の需要拡大
森林を伐採して山を切り尽くしてしまうと、樹木を原料とする炭が,Hi簿にな
ることもあっただろう。燃料である炭は、人口の多い都市部では特に大量に消
費されたはずである。人口の密集する都市部で炭が品薄になると、当然ながら
炭の価格は上昇する。これを鎌倉幕府が統制したことを示すのが、以下に示し
た史料である,、
【史料５】『吾妻鏡』建長五年（1253）十月十一日条
被ﾚ定二利売直法一、其上押買事、｜可被一固制一、小野沢左近大夫入道、内島
左近将監盛経入道等為一二奉行一
薪馬蕩､h:法事
炭一駄代百文
薪三十束く三把別百文〉
萱木一駄く八束代五十文〉
藁一駄く八束代五十文〉
糖一駄く俵一文代五十文〉
件雑物、近年高直過し法 ｎJし下ニー知商人一者、又和賀江津材木事、近年不
、被し定三其寸法一、所謂榑長分八尺、若七尺、令一
奉行人可ﾚ申二子細一之由云々、以下略し之
て鎌倉における炭、薪、萱木、藁、糖の値段など
、
法之間、依ﾚ難し用二造作_、被し定三
不足_者令し点二一定之_、
ここでは、鎌倉幕府によっ
くだんのそうもつ
が定められている，下線部lこよれば、これら「件雑物」は最近値上がりしてし
たかね
まい（｢近年高直｣)、法外な価格lこなっている（｢過し法｣）という。「直」とは
｢値」と同義である。つまり、最近は炭、薪、萱木、藁、糖の値段が高すぎるので、
幕府が価格を統制したのである。翌年の十月十七日に価格統制は解除されるが、
これは統制によって物流が滞ったことに対処した政策だと考えられる
消耗品であるこれらの「雑物」は、人口の多い鎌倉で次々と消費され、品薄
となって値段が高騰したのであろう。農村であれば比較的容易に入手できるこ
れらの品物は、都市である鎌倉では貨幣で購入しなければならなかった(M)。鎌
倉のような都市部では、炭をはじめとするこれらの製品を自前で作ることがで
きなかったからこそ、お金を出して買っていたのである。
鎌倉では、炭や薪や萱の原料を供給するような山林が、【史料５】の出された
建長五年（1253）の時点ですでにほとんど切り尽くされていた。そのために、
－１５５－
これら「件雑物」を鎌倉という都市では自給できなくなっていたと考えられる。
第１章でみた鎌倉の開発による'１１林の減少は、こうした法令の存在からも証明
されたことになる。
鎌倉では、まず都市として開発されることで山林が減少し、燃料を自前で供
給できなくなった．そこで燃料を購入する必要が生じる。都市部で燃料の需要
が拡大すると、そこに燃料を供給するために、村落地域で燃料の原料となる森
林が次々と伐採され、「猪鹿のすみか」である山林が減少していったと考えられ
る。すでに見た「山を切り尽くす」という事態は、その地域の開発だけでなく、
都市部における開発とそれによる燃料の需要拡大によっても、もたらされたも
のであろう。都市の開発が都市以外の開発もすすめたことになる。燃料を自給
できない都市の存在が、中世の環境問題をひきおこしていたと指摘することが
できよう。
第３章自然と人間の関係史とその将来
第１節「もののけ姫」にみる中世の歴史的意義
前章でみたように、燃料を獲得するために「猪鹿のすみか」である「山を切
り尽くす」ことでさらに「燃料の需要拡大」がすすみ、さらなる開発がもたら
されたという中世の様相は、「もののけ姫」の世界観に大きな影響を与えていた。
著名な中lIt史家である網野善彦氏が「もののけ姫」公開時のパンフレットに解
説を書いていることからも、中世史研究の成果がジブリ作品に与えた影響('5)が
知られる。ここでは、「もののけ姫」の|仕界観から、中世における開発の歴史的
な意義を考察する。
「もののけ姫」はもちろんフィクションだが、ある程度の時代と舞台の設定が
されている。東北地方とおぽしき主人公アシタカの村では、将軍の権力が地に
墜ちていると認識されていた。これは室町幕府将軍のことを指しているのであ
ろう。「もののけ姫」の時代設定は、室町時代後半ということになる。日本史学
的には中llt末期とよばれる時代である。
タタラ場を襲う浅野配下の武士たちは、毛利家の家紋を染め抜いた旗印を掲
げている。また、狩猟を生業とする地走りたちは西'五|中から集められており、
猪の形をした乙事主は鎮西から海を越えてやって来た設定になっている。これ
らのことから、「もののけ姫」の舞台は中国地方だと想定できる。古代以来この
地方でタタラ製鉄が行われていることとも関係があるだろう．
このように中世末期の中国地方を舞台にしている「もののけ姫」は、太古か
らつづく森林を背景に、ジブリ作品としては珍しく文字による解説からストー
リーが始まる。神々が住むその森は、人間が侵してはならない不可侵の森であっ
た，東北地方のその森に､傷つきタタリ神となった猪がたどり着く。アシタカは、
このタタリ神によって西国へとむかう運命を背負うことになる。
西国でアシタカは、シシガミとその住む森を目の当たりにする。シシガミが
－１５６－
住む森は、まさに「猪鹿のすみか」であった。その森を抜けたところでアシタ
カは、もくもくと白煙を上げるタタラ場を目撃し、「まるで城だ」とつぶやく。
他の作品にあるように、ジプリ作品の中で城は人間の作り上げた文明の象徴('7）
であった。タタラ場の周囲は森林が切り倒されてはげ山のように描かれている。
まさに「山を切り尽くす」ようにしてタタラ場ができあがっていたのである。
タタラ製鉄をおこなうには大量の燃料が必要であった。タタラ場は「燃料の需
要拡大」を象徴する存在として描かれているのであろう。
アシタカは、山犬に育てられたサンと交流しながらも、シシガミに代表され
る「自然」と、エポシという女性に代表される「人Ⅲ｣」による開発との間に入っ
て苦`悩する。最終的にシシガミは人間によって殺され、森からシシガミが消え
ていなくなるラストシーンに描かれる緑豊かな山々は、美しくはあっても人
間が畏怖する対象とはならない。冒頭に登場する神々の住む太古の森と、シシ
ガミの死んだ森とは、人間が不可侵の神々の森と、人間によって管理された森
というように描き分けられているようである。
簡潔にまとめるならば「もののけ姫」のストーリーは、神々の時代に人間が
侵すことのできなかった森が中lltを通じてすすんだ燃料需要の拡大のために
大量に伐採され、ついにはそこに住む神々を人間が抹殺して、人間が制御可能
な森を作りだし、神々の時代を終わらせる段階を描いているといえる。燃料の
需要をまかなうために､｢猪鹿のすみか｣である森や｢山を切り尽くす」ことによっ
て「燃料の需要拡大」がさらにすすみ､やがて人間が自然の中に住む神々を殺し、
人ｌＩＩｊが制御可能な自然に変えてしまうという、開発による環境破壊がこのストー
リーのテーマである。
前章でみたように、中世は開発の時代であった。中世に続く近世においては、
河川の流れを変えたり運河を造営したりするような、より大規模な開発がおこ
なわれるようになる。風景を変えてしまうほど大規模な近世の開発の前提には、
中世の開発があった。規模は近世の方が格段に大きいが、中世を通じた開発は、
畏怖の対象であった自然を、人間が制御可能な自然に変えたという意味で、大
きな転換点と評価できる。「もののけ姫」のストーリーでいえば、森に住むほと
んどの神々を殺したのが中世の開発ということになる。
第２節開発の行く末と「風の谷のナウシカ」
自然と人間の関係を描いたジブリ作品として、「風の谷のナウシカ」も忘れて
はなるまい。２０世紀末に成立したこの作品は、核戦争が現実味を帯びていた当
時の風潮に影響を受けている。人間がこのまま核開発を続ければ、いずれは「風
の谷のナウシカ」のような世界がやって来るかもしれないと警鐘をならしてい
るように解釈できる。
２１世紀になって、ここまで環境を悪化させた開発がなぜ始まってしまったの
かという発想から生まれたのが「ものののけ姫｣だと考えられる。二つの作品は、
作者の生きる「現代」の「その後」と、それをもたらした「その前」を、自然
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と人間の関係という共通したテーマで描いているように思える。ここでは、こ
のテーマに沿って「風の谷のナウシカ」というフィクションを解釈することを
試みる。
人|Ｈ１の開発行為の究械である戦争によって、自然が破壊された時代を描く「風
の谷のナウシカ」の|+上界は、「もののけ姫」の世界の数千年後を描いているかの
ようである。ジブリ作,１１１，の順序からすれば、「風の谷のナウシカ」の世界が先に
あり、その大前提として「もののけ姫」が作成されたことになるから、「ものの
け姫」は、「風の谷のナウシカ」のいわゆるエピソードワンだといえよう，
「風の谷のナウシカ」ももちろんフィクションだが､その舞台は、「もののけ姫」
とは逆に将来の地球である。そこは人'１１]が起こした戦争によって焼き尽くされ
たllf界であり、人間に有害な腐海に囲まれるようになっていた,腐海には巨大
な王殿をはじめとする生物が住んでいる。王墨たちは人間にとってなじみの薄
い「気持ち悪い」形で柵かれる,腐海から逃れた人間は、腐海にまだ侵されて
いないわずかに残された地域に暮らしていた“風の谷とは、主人公であるナウ
シカの住む、将来的には腐海の毒に侵されるであろう土地のことである。
人間が制御できない毒を発する腐海は、人間が大量に火を使った戦争によっ
て誕生したという設定になっている，地球を焼き尽くした戦争は「火の七日間」
とよばれる。人間が便利な道具としていた火が、人間の制御を逸脱して人間の
環境を破壊してしまい、人間に有毒な腐海を生み出してしまったのである。
物語の中では腐海の毒は少しずつ拡大し、いずれ世界を飲み込むであろうこ
とが示唆されている。人間が制御できない腐海によって、人間の生活が近い将
来に消えてなくなる。これは人類の緩やかな滅亡を意|床する。ナウシカは、毒
を放つ腐海との共存を目指すが、風の谷の住民も腐海の毒に侵されて先は長く
ない。
「もののけ姫」では、火という燃料を得るためにシシガミを殺して不可侵の自
然を開発することで、自然を人間が制御可能なものに変えていくというストー
リーであった。「風の谷のナウシカ｣では､それとはまったく逆に､人間が火を使っ
て地球を焼き尽くしたために誕生した、不可侵で制御不可能な腐海によって人
類が滅亡していくというストーリーである。
端的に換言すれば、「その前」である中世には人間が火を得るために自然を制
御しようとしたが、「その後」である数千年後には、火を使いすぎた人間が自然
を制御しきれなくなり、その結果、人類が滅亡していくことになる＞
「風の谷のナウシカ」は、２０世紀末に科学の発展に対する警句として使われた
常套句である「自然によるしっぺ返し」が将来的に人類を滅亡させることを描
いたものだと評価できよう。こうした自然と人間との関係こそが、ジブリ作品
に通底するひとつのテーマである｡
第３節自然と人間・子供と大人・「景観」と「価睡」
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自然と人間とのこのような関係を際だたせるために、ジブリ作品ではしばし
ば超人的なキャラクターが登場する。「もののけ姫」の主人公の一人であるサン
と、「風の谷のナウシカ」の主人公であるナウシカは、こうした同然と人ｌＩｌ１との
関係の境界領域にいるキャラクターとして設定されているようである。ここで
は、二人の描かれ方をもとに、ジブリ作,Ｍ１においてlfl然と人間との関係がいか
なる変化をたどっているのかを考察する。
「もののけ姫」に登場するサンは、山犬に育てられて人間とのつながりを柿絶
し続ける。人間が１１然を制御しようとするシシガミ殺しに敢後まで抗い、シシ
ガミの死後は、もう一人の主人公であるアシタカの「共に生きよう」という言
葉にうなずかない。サンは自然環境と人間との境界領域に生きるしかない存在
として描かれているのである。
一方で「風の谷のナウシカ」に登場するナウシカは、人間が恐れる腐海の深
<に入り込み、「気持ち悪い」墨たちと心を通わせ、人間は腐海と共生できると
信じている，彼女もサンとlJjl様に、有害な腐海（恐ろしい｢1然環境）と人間と
の境界領域に生きる存在として描かれているようである。「風の谷のナウシカ」
における腐海の恐ろしさや鎧たちの気持ち悪さは、「もののけ姫」での、シシガ
ミの森がもつ得体の知れない奥深さや森に住む神々に人間が抱く畏怖の念と表
裏をなすものであろう。
この二人の女性が、子供でも大人でもないのも重要な要素である。未発達の
状態である子供は自然環境を象徴し、気持ちも身体も発達した大人は開発を進
める人１１１]を象徴すると考えられる。人間の文明は子供から大人へと成熟し、自
然を破壊していくという比噛である。サンとナウシカはともに自然と人間、あ
るいは子供と大人との間に位置する存在として描かれているのである。
人間の世界にいると人間の世界しか見えない□子供の世界にいると子供の世
界しか見えない。その視野の限定性は「景観」を見る時のようである。しかし、
人間の11t界と自然の世界との境界、あるいは子供と大人との境界に生きるキャ
ラクターを登場させることで、人間と１１然の両方を見ることができるように物
語が作られているのである。このことによってジブリ作品は、「景観」を見る目
線だけでなく、両方を「傭臓」できる視線を提供することに成功している。
以上のことから、つぎのような対立項を示すことができる。すなわち①自然
と人間､②子供と大人､③「景観」と「IfflHi」の三つである。サンとナウシカは、
これら①②③の境界に位置する存在として描かれている。この対立項を、ジブ
リ作品の時間軸に沿って確認してみよう。
太古の昔は神々の時代であった。「もののけ姫」ではシシガミが健在の時期で
ある。①人間にとって自然は制御不能で不可侵なものであり、【図５】のように、
人ｌｌＩ１は自然の一部に含み込まれる存在であった。②人間の文明はまだまだ未成
熟の子供の段階である。この時期には、人llljは人間の世界しか見られない状況
にあり、③自然に対して「景観」のＨ線しか持ち合わせていない。
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中１１tになると人間による開発が始まる。まさに「もののけ姫」のストーリー
の時期である。「猪鹿のすみか」が「111を切り尽くす」ように開発され、都市の
発展によって「燃料の需要拡大」がすすみ、森はますます切り開かれる。［図６】
のように、①自然の一部である人間が自然を開発し、自然を燃料や食料として
いた。②この時点で人間の文明は、未成熟な子供から成熟した大人へと成長す
る途中の段階である．子供でも大人でもないサンがこの時期を象徴している。
人間は自然を畏怖の対象から制御可能なものにしようとしはじめる。つまり③
人間は自然の中で自然を見る「景観」の目線を脱し、［l然を制御の対象として
みる「傭Iiir」の視線を獲得しようとしていたのである。
中世から近世になると、本格的な開発が始まる。【図７】のように、①人間が
自然の一部である存在から抜けだし、自然を制御する存在となる時期である．
人間はもはや自然を畏怖することなく、単に開発する対象として制御するよう
になる。②人間の文明は子供の状態を脱し、自然を制御する成熟した大人の状
態へと成長する。もはや子供（自然）と大人（人間）の問に位置するサンのよ
うな存在は必要ない。③この時期になる 圃膵解と、人間は自然を見下ろして全体を見渡せるようになる。自然の中から自然を見る「景観」の目線を完全に脱し、自然全
体を「術ljiii」できる存在となるのである。
こうして、①世界の主導権が自然から
人間へと変化し、②人間の文明は子供の
段階から大人の段階へとすすみ、③人間
が「景観」の目線から脱して「傭IIiiUの
視線を獲得するにいたる。【図７】の段
階が現代に近い状態だといえよう。
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クションの物語だが、ここからは完全な空想の世界となる。空想の未来を描い
た「風の谷のナウシカ」では、火によってすべてを焼き尽くした人間は、世界
の主導権を失う。その結果、人間には制御できない腐海が誕生する。【図８］で
いえば左下の「？？」の欄に「腐海」が入る状態である。
現実的な問題として、腐海のようなものが将来に誕生するかどうかは疑わし
い。しかし、このまま人間が自然を開発しつづけると、人間が制御不可能なも
のを生み出してしまう可能性はあるだろう。ここまでみてきた三つの対立項で
いえば、①人間が制御できないような、②人間の文明がその前では子供同然の
存在になってしまうような、③人間が「傭M1」できず「景観」としてしかとら
えられないような、そんなものがこれから生まれるかもしれないのである。
もしそれが、シシガミの森のようなかつての「自然」と同じものならば、こ
れまでの人間の営みは、エポシの台詞のようにまたはじめからやり直せばいい。
しかし、それが腐海のように、あるいは原子力のように、人間がまったく制御
できないものだとしたら、人類が緩やかな滅亡へむかうという「風の谷のナウ
シカ」の世界も、あながち荒唐無稽とは言えなくなる。
－１６１－
おわりに
節1章でみたように、rlTIlt鎌倉における開発は周囲の１１１林を縮小させ、鎌倉
という「景観」だけでは物資が足りない状況を生み111)した．そして第２章でし
めしたように、中''1:の''水列島では「淵IIEのすみか」であった森がllH発され、
都市部に燃料を供給するために、時には「111を切り尽くす」ほどの伐採もおこ
なわれた。鎌倉では「燃料の需要拡大」が兄られ、Illi格統制が必要なほど燃料
代が高騰する。鎌倉という「景観」を見るⅡ線には入ってこない地方の'１１林も
伐採され、鎌倉における燃料は「lMrIml【」の視線でとらえられるようになる(，端
的に言えば、鎌倉の燃料は実際には11に兇えないところからやってくる物になっ
たのである。
こうした歴史をふまえて描かれたジブリ作品では、第３章で指摘したように
'21然と人'''１の関係をテーマのひとつとして扱っている．①１１然と人1%I、②子供
と大人、③「景観」と「１１１<lWiUという三つの対立項でその関係の変化をとらえ
ると、人'１１]はr1然の－部であることから抜け出して、「|然を制御可能なものに
変えていき、子供の段階から大人の段階へと進んだ人間の文明が、自然を「景観」
としてとらえる目線から脱して自然を「i府耐」する視線を獲得していくと解釈
することができる。中世の|荊発は、このようなジブリ作品の始点として位置づ
けられる．
冒頭に示したように､本穂では「景観」に対して「IrfI1jwuという概念を措定した。
｢景観」は人の目に視認しうる範囲で何らかの意味を与えるものである。それに
対して「怖撤」は、実際には目に見えないが頭の中で視覚化したものだと本稿
では考えた。「景観」の時間的な変化も、実際には目に見えないものを視覚化す
るという意味では「IifIiii」に含まれる。つまり、｢景観」に時間軸を与えることは、
まさに「１１:flliii」する行為ということになる。
人間は開発をとおして「景観」を脱し、「I府臓」の視線を獲得した。その先に
待つのが「風の谷のナウシカ」に描かれたような人類の緩やか滅亡だとしたら、
｢もののけ姫」のストーリーは、人類の「終わりのはじまり」を描いているとい
えよう。
２０１１年春に撮影されて何度もテレビに映し出された、津波が街を飲み込む映
像は、シシガミの身体が溶け出してタタラ場を襲うシーン以上の強烈なインパ
クトをもたらした。人間が制御可能なものとして自然を「傭臓」しているとい
う考えは幻想に過ぎないと思わせるには十分な衝撃であった。また、２０１１年秋
の段階でいまだに人間の住むことが許されない原発周辺地域において、野生化
した家畜が走り回り、防護服とマスクに身を固めた人々が行き交う様子は、腐
海に生きるナウシカたちの姿を思い起こさせる。
現代の燃料とも言うべき電気を供給するために人'１１]が作り出した原子力が、
腐海のように人間にとって制御不可能なものを生み出し、やがて人類を緩やか
な滅亡に導くのではないか。そうした不安が現実のものになりつつある。この
－１６２－
現実を動かし始めたのが中世の開発であったとすると、歴史学の責務はあまり
に重い。
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(13）近江１Ｋ|伊香立莊周辺の山林開発については、高木徳郎「'１１世における山林資源と地域
環境」（高木徳郎『日本中世地域環境史の研究」校倉書房、2008．初出は2000）を参照
した。
(14）【史料５】と都市や貨幣経済との関連は、すでに高橋慎一朗「京都大番役と御家人の村
落支配」（『'１本歴史」575,1996）で指摘されている
(１５）’'１世史研究の立場から「もののけ姫」に言及した文章は散見されるが、研究論文の体
裁をとらないものがほとんどである。現実の中世社会を史料に即して研究している中世
史研究者が、フィクションであるアニメ映１町を素材とした研究論文を書くことはできな
いからである．したがって本稿も、中世史研究の論文だと位置づけることはできない。
しかし「もののけ姫」が筆者も含めた中'１t史研究者に与えたインパクトは少なくない。
ここでは近年の中世史研究者の発言として、人間田宣夫氏のエッセイである「もものけ
－１６３－
姫と歴史学」（『季刊東北学」２５，２０１０年秋）を関連する文章として紹介しておきたい。
(16）宮崎駿の初期の作品である「カリオストロの城」をはじめ、「天空の城ラピュタ」「ハ
ウルの動く城」など、ジブリ作品には多くの城が登場する。
1６４－
